
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成23年度 年次報告書

材料科学スキルアッププロジェクト ー導入教育の基盤整備ー

マテリアル工学科 小塚敏之、 安藤新二、 横井裕之、 森闇靖浩

1 . はじめに

近年， 高校までの教育課程ではゆとり教育などに

よる授業時間の不足により教育の効率向上が重要視さ

れ， 試験問題のパタ ーン化とそれに対するマニュアル

暗記が受験勉強の大半を占めている． そのような勉学

自体は課題・問題意識の整理， 計画性を養う上で有意

義であるが， 日本が技術立国として発展するには， 最

先端技術と人聞社会との融和が必要となる． そのよう

な事態に相応して， 大学教育では幅広い知識や専門知

識を取り入れることはもちろんだが， それらの知識を

有機的に結びつける想像力と， 課題発掘とその解決手

法の創造性が最重要項目と考えている． また， 熊本大

学マテリアル工学科は工学系の中でも， 素材開発とそ

のプロセッシングを教育研究の対象としており， 学科

のアドミッションポリシーを考えて入学した学生は，

少なからず 「ものづくり」に興味を持っているはずで

ある．

マテリアル工学科では1年生の段階で実験などの手

を使うことによる 「ものづくり」 を通じて新入生に想

像力と創造性を身につけるきっかけを与える導入教育

科目を設定している．

2. マテリアル工学科における噂入教育

マテリアノレ工学科の導入教育科目は以下のとおりで

ある．

01年前期： 「入門セミナーJ

4年間の教育体系，学習教育目標，勉学態度と基

本的姿勢について理解させる．

01年前期： 「マテリアルの世界」

マテリアル工学の最先端技術について各教員の

立場からわかりやすく照会し，基礎からの勉学の

動機付けを与える．

01年前期： 「マテリアル工学基礎J

高校まで余り馴染みのなかったマテリアル工学

の基本的な事項について解説し，以降の講義への

勉学の動機付けを与える．

01年後期：「実践！ものづくりJ

材料設計， 材料プロセッシングにおいて必須となる，

基本的な物性測定と学生の興味を喚起するものづくり

という2つの軸を基本に実験項目が構成されている．

ものづくりに関するテーマは「たたら製鉄」「カ ーボン

ナノチュー ブJ「酸化物超伝導体の作成」などがあるが，

「たたら製鉄」は 2005 年に最初の試行を行い， それ

以降， 本科目の項目として， 続けてきており， アンケ
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一ト調査や成績調査においてある程度以上の教育効果

を確認している．

以上の導入科目により， 学生の意識の向上も得られて

おり， 今回は次の事項について報告する．

・ たたら製鉄と温度測定による成功率の向上

－ 入門セミナーにおけるものづくりの取り組み

以下にそれぞれについて簡単に照会する．

3. 火の固たたら2 0 1 1

· 10 月 6 日（木）「火の固たたら 2011」説明会
「たたら製鉄Jの意義と小型たたら炉の説明等を行い．

砂鉄収集等の地味な作業に対するモチベーションを高

めた．

• 11 月 自川河川敷で砂鉄採集

6年連続で同じ河川敷で砂鉄を取っているため， 昨

年から砂鉄量が減少していることと， 今年から採集時

間を半分にしたため， 結果として， 採集量は昨年の半

分以下の 8kg にとどまった。

• 11 月 熱電対の作成

砂鉄量が減っているため， 採集時聞を半分にし， 残

りの時間で，各自1本ずつアルメル・ クロメル熱電対の

溶接を行った． 「実践！ものづくり」では基礎物性測定

に熱起電力の測定を設定しており， 熱電対の原理の理

解とそれを使って起電力を測定することを同時に行っ

ている． ここでは， さらにその熱電対を作る作業を取

り入れることで， 技術の定着と測定の重要性を認識さ

せた。

• 12 月 8 日（木） 特別講演「たたら製鉄の歴史と

ものづくり精神」 本学名誉教授 千葉 昂

本学名誉教授の千葉先生による講義で古代のたたら

を現代によみがえらせた職人たちのピデ
、
オを使って，

ものづくりへの興味と厳しさを教授した．

• 12 月 15 日（木） 砂鉄選別， 炭切， 資材運搬準備

全員が砂鉄選別， 炭切り， 資材運搬に分かれて， 約

3時間の作業をした．

• 12 月 17 日（木） 8:00-17:00 たたら炉操業

昨年までの結果とアンケー トにより， 最終的に一体

化したケラが取り出せることにより， 学生の達成感が

膨らみ， ものづくりへの興味が大きく喚起されること

がわかっており， 今年は炉の内部の温度を計って， 温

度を制御しながら操業を行った． 結果として， 1号炉

で 0.35kg, 2 号路で 3.04kg, 3 号路で 2.6kg のケラ

が取り出せた. 1号炉では小さいケラに分割しており，








